
  

今年も小倉北区にある子ども図書館へ１～３年

生が行ってきました。たくさんある本の中から、

読みたい本を３冊選び、借りました。好きな本に

出会って、楽しく読書に親しむ 

ことができるとよいと思います。 

 これを機会に、小倉南区の 

図書館などへ足を運ばれては 

いかがでしょうか。 

  
 
すがお小と2回目の交流をオンラインで行い

ました。今回は、両校の取組みの発表とゲームを
しました。6年生の取組みでは、すがお小は、放
置竹林の問題を考え、竹を使ったものを調べ、竹
炭や竹酢液などを紹介してもらいました。本校は 

ガシャモクの発表を行いました。 
        校区の特色を生かした取組み

は、大変勉強になりました。ま
た、ジェスチャーしりとりのゲー
ムを行い大変盛り上がりました。 

  

 

１１月７日に市丸小学校で学校運営協議会を行

いました。まず、授業の様子を見ていただき、そ

の後、東谷中、新道寺小、市丸小の取組みを説明

いたしました。3校ともに、地域と連携した教育

活動を進めています。様々な活動にご理解をいた 

だきました。今後も、 

地域と共にある学校教 

育を進めていきます。 

 

 

 

今年度から、「生命の安全教育」として、性暴

力講座が行われました。主に、自分と他の人との

「境界線」を知ることがねらいです。「境界線」

とは、自分と他者の間にある身体的・精神的なプ

ライベートゾーンの境界を指 

します。相手が大人や親しい 

人であっても「イヤ」と言って 

いいことを学びました。 

 

 

 

 

北九州市とフィリピン共和国ダバオ市は、平成２９年から「環境姉妹都市」の提携を結んでいます。

この度、ダバオ市の市議会議員や市役所などの訪問視察団８名が本校に来校いたしました。本校が、

ガシャモク保全活動を中心とした環境教育を進めていることに興味をもっていただき、１１月１７日

（金）に来校されました。 

本校では、毎朝、全校児童で校庭にあるガシャモク水槽やミニお糸池に集まり、アオミドロを取る

作業をしています。その様子をご覧になりたいと、早朝からの訪問でした。朝の活動を終えた後、ガ

シャモク保全活動の１年間の取組みの説明や児童との意見交流などを行った後、各学級の授業風景を

視察されました。授業や教室、掲示板など、大変興味深くご覧になり、日本とフィリピンの教育文化

の違いに驚かれていました。また、子どもたちがフィリピンの旗を用意したり、折り紙でお土産を渡

したりし、温かい歓迎に大変喜んでいただきました。その後視察団は、ガシャモクが群生するお糸池

へ向かわれました。本校の環境教育を海外の方にも知っていただく機会をいただきました。今後も全

校で、地域の宝「ガシャモク」を守り、育ててまいります 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

令和５年１１月２０日(月)市丸小学校   №１５ 
  
１４４年のよき伝統の継承と笑顔あふれる学校へ 

 
家庭数配布  文責 校長 本庄 裕子 

フィリピンから環境視察団の訪問がありました 

１～３年生 子ども図書館へ 「境界線」知る授業 
５，６年生 性暴力講座 

 

第２回学校運営協議会実施 ６年生すがお小との交流 


